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シカの霊送 り儀礼一再考

Reconsideration-SendingDeerSpiritCeremony

秋野 茂樹※

SigekiAKINo

は じ め こ

シカの霊送 り儀 礼(以 下 「儀礼」 とい う)に つ いては,こ れ まで 「行わな い」 とい う見方が支配的

で あった。 た とえば,犬 飼哲夫 は,「 鹿 は アイ ヌによつて周年捕 られ常食 のよ うにされて いたので ,

鹿 を弊 して も熊 の場合 の如 く特に慎重 にウンメンケ(神 送 りの儀式)を する ことがな く,雄 の角な ど

に極めて簡単 に記 しばか りのイナウキケをつけて事 を済ませて いた。然 し特にマタギ(狩 猟者)が 何

か弊 した鹿 に就て印象 を受 けた時 は夫 々満足す る程度 の送 りの形式 をとつた。」 と述べ ている(犬 飼

一1952
,16-17)。

しか し,ク マの霊送 り儀礼 ほど盛大ではないに しても,儀 礼は確かに行われて きた ことを示す資料

がい くつか存在 している。 ここ数年,そ れ らの資料 を用 いて儀礼の考察 を試みた論考がい くつか出て

きた。それ らはいずれ も考古学の発掘成果 をも とに論 じて いる もので,具 体 には,豊 原煕 司(1996),

佐藤孝雄他(2003),佐 藤孝雄(2004),高 橋 理(2000 ,2004)な どである1)。 筆者 もまた,文 献史資

料 を用 いて儀礼の考察 を試みた ことがある(秋 野2004)。 そ こでは,現 代 に伝承 され る口承文芸や旧

記類 にある記述 と,特 に戦後 の民俗学的調査の成果 を用いて儀礼 の有無及び様相 などを論 じ,結 論 と

しては,儀 礼の存在 を確認 し,併 せて儀礼の最終地点 ともいえ る 「納めの場」の存在を も確認 した2)。

本小論 では,先 の拙論 を踏 まえて,改 めて 「儀礼」 の考 察 を試 み,シ カが霊送 り儀礼 の対象か ら

「仲 間はず れ」 にされて きた理 由を考 えるもので あるが
,こ こで は,特 に,ア イヌ社会が経験 した場

所請負制下の 「頃」 を舞台 に論 じてみたい3)。

口承文芸に見る儀礼

まず最初 に,口 承 文芸 にあるシカ を確認 しておきた い。現在伝承 されて いるアイ ヌの 口承文芸 で

は,シ カは,神 々の住む世界に,ユ カッテカムイ ,あ るいはユ クコ ロカムイ と呼ばれるシカ主 の神 一

シカを統べ る神が 自分 の家 の大袋 に保有 していて,そ の袋 を開ける ことによって,人 間の住 む世界 に

シカが降 ろされる とあ り,シ カ 自身は神 として は扱われていない。 このシカ及び シカ主 の神が登場す

る物語で最 も多いのが,次 のよ うな内容 のもので ある。

「人間 の住む世界で シカや魚が いな くな り,人 間は飢饅 に苦 しみ,狩 猟 の神 に食べ物 を降ろ して く

れ るよ う頼 んだ。頼 まれた狩猟の神 は宴会 を催 して ,シ カ主 の神,魚 主の神 を招待 し,両 神 に,シ カ

や魚 を降 ろす よ うにいった ところ,両 神が い うには,降 ろ した シカが裸 の状態でイ ナウ も持た され

ず・泣 き泣 き自分の ところに戻 って くるので,そ れ に腹が立 って降ろさないのだ とい う。 そ こで,狩

猟 の神 は両神 をなだめ諭す・そ の結果,両 神 は人間 の住む世界にシカ と魚 を降 ろすよ うになる。」

この物語で重要 なのは,か つては,シ カを獲 った際 に儀礼を行 って いたのが,や がて行われな くな
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り,シ カ主の神が怒 った とある点で ある。 シカ主 の神が怒 った とい うのは物語 として も,「 霊送 り儀

礼が行われな くなった」 とい う点 は,現 実 の問題 を背景に して いると考え られ る。すなわち,こ の物

語が何時頃か ら語 られ るよ うになったか は不明であるが,そ の成立 には,犬 飼 のいう 「鹿はアイヌに

よつて周年捕 られ常食のよ うにされ ていた ので,鹿 を弊 しても熊 の場合の如 く特 に慎重 にウ ンメンケ

(神送 りの儀式)を す る ことが な く,雄 の角な どに極 めて簡単 に記 しばか りのイ ナウキ ケをつけて事

を済 ませていた」 よ りも,シ カが 自賄 い用か ら,そ の皮及び角が和人 との交易品 として,場 所請負制

下では産物 としてよ り需要が高ま り,儀 礼 の簡略化,あ るいは省略化が 日常的になった ことが大 き く

影響 している と考 え られ る。

江戸時代,和 人が見た儀礼

それでは,江 戸時代 の記録 には どうあるか というと,た とえば,大 内余庵のr東 蝦夷夜話』(1861)

には,「 …… また窓 の外四五歩 隔て ＼イ ナヲを立 つ らね,焙 を結たるがご とく,其 先に鹿 の頭 をつ ら

ぬきおけるあ り。 こはいつれの家 にも有て,カ ムイ(神 の こと)を 祀れ るものな り。……」 とある。

ヌササ ンにシカの頭骨が あ り,そ れ もいずれ の家 にもあ るとい うので あるが,ヌ ササ ンに頭骨がある

ということは,軽 重 は ともか くとして,霊 送 り儀礼が行われた ことを示 して いる。大 内は,安 政3年

か ら3年 間,幕 府 の御雇 医者 として東蝦夷地 に滞在 して いるので,同 地 のことと思われ る。

次 に,玉 贔左太夫 の 『入北記』(1857)に 尻岸 内の ことと して,「 ……是所ニ テ蝦 夷人交 リ居 ル ト

云,男 女取合十三人ナ リシガ,当 場所出稼 ニテー人モ居 ラズ。蝦夷 ノ習鹿 ノ燭骸 ヲ門將 ニカケ悪魔 ヲ

払 フ由,此 村ニテ始メテ見 ヘタ リ」 とある。 門矯 一ヌササ ン

に シカの頭骨 があ り,儀 礼 が行わ れた ことは 明 らかで あ る ∴ざ1穿.一

が 「当場所」はアイヌが 「出稼ニテー人モ居ラズ」ためで 熱 ㌃ll▽ 忌 ほ 鎖

あ ろ うか,玉 贔 は 「悪 魔 を払 フ 由」 と,間 違 っ た情 報 を得 て ∴1㌃ 、,∴ 、 一..、 ∴ 》∫1

い る。 凝 ヅ∵洗 、 志、＼ 還 、'斑・

これ ら二 つの情報はいず れ もヌササ ンにあるシカの頭骨 を

見ただけで,儀 礼その ものを見 たわ けではない。 しか し,シ

カ に限 らず クマや シマ フクロウ,あ るいはキツネ,タ ヌキな

どに至るまで,ヌ ササ ンに頭骨がある ということは,そ れぞ

れ霊送 り儀 礼が行われた ことを意 味す ると考え られる。 いず

れ にして も,江 戸時代 の記録 に儀 礼の実況 中継 一次第の詳細

を記 した ものは見 当た らな い。

アイヌ絵に登場するシカの頭骨

次 に,ア イヌ絵を見 る と,平 澤屏山の作品にシカの角つ き

の頭骨が置かれ たヌサ サ ンが盛ん に登場す る。 「蝦夷 風俗十

ニケ月図」の うちの 「十一 月神祈 り図」(市 立函館博物館蔵),

「神祈 り図」(児 玉マ リ氏,十 勝毎 日新聞社,個 人,大 英博物

館蔵),「 酒宴 の図」(東 京 国立博物館蔵),「 熊送 り図」(国 立

ス コッ トラン ド博物館,個 人蔵)な どがそれであ り,い ずれ

も,ヌ ササ ンのほぼ 中央 に角つきの雄 ジカの頭骨が描 かれて 神祈 り図(児 玉マ リ氏所蔵)
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いる。 このうち 「神祈 り図」 と題 した4作 品は,ほ ぼ 同様 の構 図の ものが三点(児 玉マ リ氏 ,十 勝毎

日新聞社,札 幌市在住 の個人),構 図の異な るものが一点(大 英博物館蔵)と なって いる。屏 山の作

品に共通 して いるのは,雄 ジカの角つ きの頭骨 が描かれて いることで,雌 ジカ及び儀礼その ものは描

かれ ていな い。

因みに,そ の描かれている角つ きの頭骨であるが,一一一応 「頭骨」 とは してみた ものの,な ん とな く

不 自然な感 じがするのである(「 神祈 り図」参照)。 あたか も 「角つきの髭」が置かれているかの如 く

で,「 骨」 らしきものが見 当た らない。 さ らには,ヌ ササ ンのほぼ 中央 に象徴的 に燦然 と置かれ ,両

側 にクマの頭骨 と思われ るもの を置いている姿 もまた不 自然である。佐 々木利和 も指摘 して いるよ う

に,屏 山はヌササ ンの実景 を写 してはいな いのではないか と思われ る(佐 々木 一2004 ,196)。 あえ

て,想 像を逞 しくして いうな らば,先 の玉轟が ヌササ ンを門將 と見た ように,屏 山もまたホ ロイッ ミ

や トカチ に滞在 した際 に年 月 を経た ヌサ サ ンを見て,焙 のご とくに描 いた可能性 があ るか も知れ な

い。

いずれ に して も,こ うした非実写的な点か ら見 て,先 の屏 山の作品か らは儀礼 に関す る情報 を得 る

ことはできな い。 しか し,た とえ象徴的 ,あ るいは非現実的であれ,こ うして ヌササ ンの中央 に描か

れているということは,そ の存在 をまった く無視 されて いるわけではな く,何 か理 由があっての こと

とも思われ る。

「産物」としてのシカ

次 に,「 産物」 として のシカ を見てみた い。 シカ は古 くか らそ の皮及 び角 が蝦夷地 の産物 として知

られて いる4)。 た とえば,『 蝦夷 商買聞書』(1939頃)は ,55場 所 の産物 を紹介 して いるが,そ の う

ち,9場 所の産物 に 「鹿皮」が見え る。具体 には ,「 テ シヲ」 「志骨」 「サル」 「ニイ カプ」 「シ ビシヤ

リ」 「三 ツ石」 「浦川」 「トカチ」 「シラヌカ」 の各場所 であ り,特 に,「 志 骨」 「シビシヤ リ」 「トカチ」

は,「 鹿皮沢 山」 とある。

次 に 、 『東蝦夷地各場所様子大概書』(1808-1811)に は,19場 所及びヱ トロフ島の様子 が記 され

ているが,何 故か ここには 「鹿皮」 が出て こない。唯一 ,悪 消場所 に 「皮類」 とあるだけである。安

政年 間に至 る と,よ り詳細 な情報が出て くる。すなわ ち,玉 轟左太夫 の 『入北記』(1857)に は ,表

1に あるよ うに,シ カ皮 ・角の出産 高及び値段 の具体的数字 が記 されて いる。 この記録 を見 ると,た

とえば,ク ス リ場所では,シ カ皮 が全体 で3,570枚 ,シ ツナイ場所 では皮が930枚,角 が400対,そ

れぞれ出産 されて いる・相当な量で ある。 この出産のために動員 され るアイヌの数及び狩猟の回数 も

また相 当数 と思われる。承知 の とお り,ア イヌのシカ猟 のうち,一 度 に複数捕獲す る方法 として 「追

い込 み」 あるいは 「追い落 とし」 という手段が用 い られ るが ,そ れに しても,た だ捕獲する というだ

けではな く,解 体,皮 の革柔しな ど,そ の後 の処 理 もある`)。 その間 にあって ,儀 礼 の実施 とな ると,

物理的 に難 しい もの とな る。

では,実 際にアイ ヌー人 当た りどれ くらいの捕獲数 になるのだろうか。

筆者は先に安政4年 の シツナイ場所 にお けるアイヌ男性 一人当た りのシカ捕獲数を算 出してみた こ

とが ある(秋 野2004)・ 非常 にラフな算 出で,r入 北記』 にあ る巳年 の同場所 の産出量 「鹿皮 九百三

十枚,鹿 角 四百 向イ(対)」 を同 じく 『入北記』 にあるアイ ヌ男性 数316人 で単純 に割 った もので,

その結果,男 性一人 当た りの捕獲数 は,鹿 皮 が2.9枚,鹿 角が1.2対 で あった。 しか し,こ の男性数

は,年 齢 を無視 した ものであって,狩 猟 に適さない小児 ・少年 ,あ るいは高齢者が含 まれている可能

性が大で あ り,現 実に近 い数字 とは いえない と思われた。
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表1安 政4年 各場所における鹿皮 ・角生産高及び値段

出産高
1枚 の値段 参考 まで に

クマ皮の値段
男性数
(全体)場 所

鹿皮 鹿角

クスリ 上:50箇

(10枚:1箇)

上:336文

中:149文

下:112文

448文 655(1,324)

中:179箇

小:128箇

84個(10枚:1個) 7個(20本 結:1個) 619(1,251)

大中小取合六七百数位
(秋冬鹿猟見込)

大:600文

中:500文

小:400文

200枚

(目方:94貫 匁,此 石:2石3斗5升)

400枚

(目 方:135貫 匁,此 石:4石4斗5

升5合)

トカチ(安 政元)

(安政元)

(安政2)

(安政3)

(安政4)

(安政5)

(明治3)

(明治4)

84個

(10枚:1個)

此 石:8石2斗7

升5合

7個

(20本 結:1個)

此石:8斗5升

大:600文

中:500文

小:400文

619(1,251)

大:40疋 分 1疋 に付30文(代1貫200文)

中:40疋 分 同20文(代800文)

小:20疋 分 同10文(代200文)

(足):17疋 分 同15文(代255文)

4石 4石5斗

89石7斗 24石

ホ ロイツミ 5214石1斗8升3合5勺

囲昆布,布 海 苔,干 鱈,鮭,鰯 〆粕,

等 合算

大:500文

中:400文

小:300文

大:一 貫300文

中:900文

小:560文

57(106)

シヤマニ 2257石7升2合5勺

鹿皮,鹿 角,干 布海苔,煎 海鼠,等 合算

大:500文

中:400文

小:100文

90(183)

ウラカワ 2984石9斗1升

囲昆布,鹿 皮,鹿 角,干 鱈,等 合算

大:400文

中:300文

小:100文

大:一 貫 文

中:800文

小:5000文

243(467)

鹿角:一 向14文

ミツイシ 1381石4斗9升

囲筋子,鱒 子,鰯 〆粕,魚 油,等 合算

大:400文

中:300文

小:200文

(穴)上:一 一貫 文

中:700文

下:400文

(飼):500文

119(226)

シツナイ 930枚 400向 イ 大:500文

中:400文

小:250文

(穴)上:一 ・貫 文

中:800文

下:600文

316(675)

(野)上:800文

中:600文

下:400文

(飼)上:500文

中:400文

下:な し

サル 1054石8斗2升2合5勺

カ ス ベ,鱈 鰯 油 ・〆 油,昆 布,煎 海

鼠,鹿 皮等合算

大:500文

中:300文

小:200文

582(1,165)

出典:r入 北記』玉轟左太夫1857稲 葉 一・郎解読 北海道出版企画センター1992

註:ト カチ場所の安政元,2,3,5年 及 び明治3,4年 の記録は 『蝦夷の燈』和泉盛1929私 家版 による。
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表2シ ツナイ場所におけるアイヌの家数及び人数

集落名 武 四郎(1856) 玉 轟(1857) 人 別(1864)

シツナイ 家数 12 12 6

♂ 41 43 24

♀ 40 43 16

♂♀合計 81 86 40
チヤラセナイ 家数 4 4 一

♂ 8 7 『

♀ 13 13 一

♂♀合計 21 20 一

ラシユ ツへ 家数 12 13 一

♂ 32 39 一

♀ 31 31 一

♂♀合計 63 70 一

家数 3 3 2シ ョショシナイ

シ ョシナイ(玉 虫) ♂ 『 9 9

♀ 一 6 8
♂♀合計 14 15 17

家数 9 9 29モンヘツ

モンベツ(玉 虫) ♂ 28 28 88

♀ 32 33 llO
♂♀合計 60 61 198

ウラ 家数 8 8 10
♂ 20 19 29

♀ 25 26 28
♂♀合計 45 45 57

シヒチャ リ 家数 40 40 44
♂ 81 80 135

♀ 100 105 157
♂♀合計 181 185 292

トウフツ

トウプ ツ(人 別)

家数 4 4 4
♂ 12 13 15

♀ 12 ll 16

♂♀合計 24 24 31
ヌプカ 家数 5 5 3

♂ 12 13 18

♀ lO 10 13

♂♀合計 22 23 31

家数 3 3 11ルベシベ

ル ヘシベ(玉 虫)

ル ペシペ(人 別)

♂ 9 9 40

♀ 7 7 33

♂♀合計 16 16 73
イ チフイ 家数 5 5 4

♂ 10 9 13

♀ 12 11 17

♂♀合計 22 20 30

家数 3 3 一フールイ カ

フ ＼ルイ カ(玉 虫) ♂ 6 5 一

♀ 6 6 一

♂♀合計 12 11 『

家数 16 16 9マ クンヘ ツ

コタ ンベ ツ(玉 虫)

マク ンペツ(人 別)

♂ 33 33 29
♀ 45 46 35
♂♀合計 78 79 64

ノヤチヤ リ 家数 3 3 2
♂ 8 9 8

♀ 11 ll 15
♂♀合計 19 20 23

プツシ(人 別 のみ) 家数 一 一 23

♂ } 一 77

♀ 一 一 73
♂♀合計 『 一 150

アサ ミ 家数 一 一 2
♂ 『 一 9
♀ 一 } 6
♂♀合計 一 一 15

ペ ラリ 家数 一 一 2
♂ 一 一 3

♀ 『 一 11
♂♀合計 一 一 14

チヌイ ヒラ 家数 } 一 5
♂ 一 一 14
♀ 一 一 24

♂♀合計 一 一 38
合計 家数 127 127 126

♂ 311 316 511
♀ 347 359 562
♂♀合計 658 675 1,073

表3安 政4年 シツナイ場所 におけ

る15歳 以上男性数

集落名 男性数
シツナイ 10

チヤラセナイ 一

ラシユツへ 『

シヨシナイ 3

モ ンベツ 42

ウ ラ 14

シ ヒチ ャリ 60

トウプツ 9

ヌプカ 7

ル ペ シペ 12

イチブイ 5

フールイカ 一

マクンペツ 10

ノヤチヤ リ 2
o

フツシ 29

アサミ 2

ペ ラリ 2

チヌイ ヒラ 11

合計 218

出典:「シツナイ御場所惣土人人別家数名前書上」

1864静 内町教育委員会蔵

出典 武四郎:松 浦武四郎 「辰手控」『松浦武四郎選集』三 秋葉実[翻 刻 ・編]北 海道出版企画センター2001

玉贔:玉 轟左太夫 『入北記』 稲葉一郎[解 読]北 海道出版企画センター1992

人別:「シッナイ御場所惣土人人別家数名前書上」1864静 内町教育委員会蔵
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そ こで,こ こではその結果 を若干修正すべ く,再 度,同 場所におけるアイ ヌ男性一・人当た りのシカ

捕獲数 を算 出 し,よ り実際 に近 い数字 を出 してみた。用 いた史 料は,鹿 皮 ・鹿角の産 出量は 『入北

記』か ら,男 性 数は 「シツナイ御 場所惣土人人別家数名前書 上」(1864,静 内町教育委員会蔵,以 下

「名前書上」 という)か らで あるが,こ の 「名前書上」 を用いた のは,安 政4年 の男性の年齢構成 を

明 らかにす るためであ って,こ こに記 された男性 の年齢か ら単純 に7を 引いた数字 を同年の年齢 とし

て15歳 以 上の人数 を抽出 した6)。

そ の結果,表3に あるように,安 政4年 の15歳 以上 の男性 は218名 とな り,こ の数字で 同年 の鹿

皮 ・鹿角 の産 出量 「鹿皮 九百 三十枚,鹿 角 四百 向イ(対)」 を割 る と,男 性 一人 当た りの捕獲数 は,

鹿皮が4.26枚,鹿 角 が1.83対 とな った。 これは,シ ツナイ場所 に属す る15集 落 の15歳 以 上の男性

全員が他の環境 ・条件7)を 一切 受けず に,た だひたす らシカ猟 に専念 した場合の数字で ある。現実に

は,場 所 に関わる雑事 に携わ る者 もお り,ま た,自 賄い分の捕獲 もあることか ら,シ カ猟 を行 う男性

数 の減少及び捕獲数増が生 じ,こ の男性一・人当た りの捕獲率はさ らに高 くな ると思われ る。 いずれ に

して も,捕 獲率 が高 くなれば なるほ ど,男 性 一人にかかる負担は大 きな ものとな る。 「狩猟」が 「生

活 の糧 を得 る」 とい う本来 的な ものが希薄 とな り,「 商品生産」 とい う経済社会の一過程 に変質 され

た様相が伺 える。

こうした状況 においては,捕 獲 した シカすべて を対象 とし,そ れぞれ個 々に儀礼 を行 う ことな ど,

とうてい不可能であ る。そ こで,考 え られ る儀礼の形態 として,① 家あるいは集落単位で,捕 獲 した

シカ をま とめて送 る,② 同様の単位で,雄 ジカ を一頭代表 させて送 る,の2つ がある。 しか し,① の

送 りについては,ヌ ササ ンの大きさな ど物理的 に難 しく思 われ る。 とす ると,② の送 りということに

な る。おそ らくは,捕 獲 した シカを解体場所で処理 し,な かの一・頭 もしくは数頭 を代表 として,家 の

ヌササ ン,あ るいは解体場所で送った ものと考 え られ る。それ は,簡 略化 された とはいえ,儀 礼の実

施で あるが,一 方 においては,先 に口承文芸 にあるような,シ カが非神格化 し,儀 礼が行われな くな

る という,こ の二つの状況が地域性 を伴って併存 して いた と考 え られ る。

トカチ場所におけるシカに関わる事柄

次に,江 戸時代のトカチ場所でのシカ猟及びシカ皮の扱い,儀 礼に関する記録があるのでここに引

用す るとともに,若 干の考察 を試みてみたい。この一・文は,和 泉盛が自著 『蝦夷の燈』(1929)の

「文久元辛酉」 と題 した章のなかに掲載 したものである。

「当御領分出産鹿皮の義一・昨戌年被仰聞候には箱館時相庭にて出産高に応し年々御買上被成度

段御談有之承知奉畏候得共鹿皮之義は出産物目当見込の品にて年々取獲候分箱館表江為差登沖之

口御改請売買仕候義故場所表にて数百枚之皮御買上仕候では是迄之振合等も違ひ箱館沖之口御収

納に相響難相済場合も有之候義故右の段は御請方迷惑仕殊にトカチ御場所の義は長丁場にて御通

行御継立 多の土地柄往返は日数四 日路も相掛 り御通行御継立仕候御場所柄故大勢土人之内には

心得違のもの鹿皮或は御軽物等にても万一・密売等仕候ては耳卯の事より御場所不取締にも成行 自然

乱の基に候問取獲候鹿皮類は勿論其外之品た り共会所江買集之上請負人方に為差出候仕来にて旧

来仕法相定置候然るに会所之外出産之内売買取扱候廉在之候ては自然狸にも相成可申哉と心配仕

尤鹿皮製方職人方へは会所より売渡候鹿皮のみ取扱候義にも可在之候得共前後勘弁無之土人共の

内心得違のもの共出産物の内抜荷密売等仕候義御座候ては小事より大事の乱れに相成会所支配の

者不行届にも相当り殊に寄御手数の義と出来候ては奉恐入候間御場所表にて鹿皮多少共御買の上

儀は御免奉願上度候御場所表にては 物役土人共箱館表にて請負人嘉七より歎願仕候義に御座候
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其上役土人共よりは右一・條に付願出候には是迄振合も無之鎮砲にて山中に打廻音為響候ては自然

鹿奥山に逃入鹿猟も薄く相成歎敷次第二つには収穫候ても夫々祭方も在之永久猟事相絶不申様之

法令も有候処狸に於場所表に荒皮にてあばき方等と致候では土人共祭神の轡在間敷哉も難斗恐仕

万一・鹿猟衰微にも及候節は大勢の土人共飯糧にも差支候仕義に相成候問鹿皮製等の義只管御免願

上呉候様……」(『蝦夷 の燈』,156-157,旧 字 を新字 に改めた。下線 も筆者)

つい長 々と引用 して しまったが,興 味深い事柄 があって のことである。 これは,差 出人及び受取人

の具体 の名前な く,日 付が 「元治元 年子十 月」 とあ るだ けで,そ れ 以上の履歴 は分か らな い・ しか

し,そ の内容か ら,ト カチ会所 か らホ ロイツ ミ御用所 にあてた 「願書」 と思 われ る・

簡略にい うと,① 鹿皮が会所 を経 由して函館 まで運ばれ,沖 之 口で改めを受けて売買 されていたも

のが,場 所 で鹿皮が数百枚売買されて いるので,請 負人 も迷惑 してお り,万 一・,密売な どがあ っては

場所の秩序が乱れ,会 所支配の不行届 とな り,こ とによっては手数 をかけ ることになるので,場 所で

の鹿皮の買上はや めて ほしい,と い うことと,② 山中で鉄砲 を打つ音が響 くため に,シ カが 山奥 に逃

げて しまい,猟 での捕獲が減少 して しまった こと,③ シカ を捕獲 した後,猟 が絶える ことな く続 くよ

う 「祭方」があるのに,場 所 において祭る こともな く処理 して しま うので,ア イヌが祭神 の轡が ある

ので はと恐れている とい うこと,④ シカ猟が減少す ると,ア イヌが食糧 に窮 して しまう,と いった こ

とが記 されて いる。

ここで,霊 送 りに直接関係す るのは,③ である。す なわ ち,「 祭方」 とは儀礼 をいってお り,「 祭神

の轡」の 「祭神」はユカ ッテカムイ,あ るいはユ クコ ロカムイ をいい,「 轡」 とは シカが獲れ な くな

るとい うことを意味 している と考 え られ る。 まさに,先 に見 た口承文芸の筋書 き と同様で ある。 この

記述か ら,儀 礼 の存在が確認される とともに,ア イヌが 「祭方」 と 「祭神の轡」 を非常 に気 にかけて

いること,い いかえれば,儀 礼の重要性が保持 されている ことが読み取れ る。 しか しなが ら,こ うし

た 「願書」 に取 り上げ られ るく らいであるか ら,儀 礼の実施は相 当に希薄な もの となっていたもの と

考 え られ,そ の一・因 として 「場所」が深 く関わ って いることを明 らかにさせて いる。

この一例が トカチ場所 だけの地域性 を持つもので あるのか,あ るいは 「鹿皮 ・角」 を多産す る場所

に共通す るのか,さ らには 「鹿皮 ・角」 を産物 とす る場所 に画一・的 に存在す るものなのか,今 後 の研

究 に待 ちたい。

まとめにかえて

以上,見 てきたように,江 戸時代に記 され た記録 には儀礼に関す る記述は皆無 に近い・ クマ の霊送

り儀礼 に関する記述の多 さとは比較 にもな らない。 同時代の記録の多 くが通詞 を経 由しての聞書で あ

る ことか ら,通 詞 も話題 に しなか ったのか も知れ ない。

場所請負制 におけるシカは,そ の皮 ・角が 「産物」 として商品化 され,そ れ までアイヌが主たる食

糧 とし,さ らには諸道 具の材料 として捕獲 して きたものが,「 商 品生産」 に姿 を変 え,そ の 「出増 出

精」 にアイ ヌが従事 され てきた。 こうした状況 が,シ カの霊送 り儀i礼の減少,さ らには希薄化 とな

り,シ カその ものを非神格化 させた 口承文芸が創出 されるに至 った と考え られる。 しか し,こ の時代

の最終的状況 は 「希薄化」であって 「皆無」ではな い。 トカチ場所 の例 にも 「祭方 も在之」 とある。

こうした ことか ら,い まに至 って も支配 的で ある 「シカの霊送 り儀礼はや らない」 という見方の根

拠 を江戸時代 に求める ことはで きない。それで は,何 時の時代に とい うことにな るのであるが,筆 者

の考 えでは,明 治以降,す なわ ち,明 治9年 に北海道鹿猟規則が設け られ,ア イ ヌもまた 自由に捕獲

する ことができな くな った こと,さ らには 同12年 に起 きた大雪 によるシカの大 量死,さ らには,ア
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イ ヌ社会その ものの変容な どによ り,儀 礼はそ の実施が困難 な状況 におかれ,い つ しか点的な存在 と

なって現在 に至 り,そ の過程で調査 ・研究 の目か ら漏れて しまったように考え られる。 いずれ にして

も,「 シカの霊送 り儀礼」は近年まで存在 して いた ことは確 かである8)。

北海道 の 自然環境 か ら見て,シ カ の生息が 「飽和状態」 にある といわれ る昨今,そ の解消策 とし

て,狩 猟期 間の延長,猟 区拡大,雌 雄 ともに対象 とされる といった ことが行 われ ,さ らには,シ カ肉

の利用が叫ばれ,「 シカ 肉料理」が北海道 内各地 で出現す るな ど,明 治以 降,手 厚 い保護iと天敵 がい

な くなった ことによ り繁殖 し続 けたシカは,現 代人の持 てあます ところ となって しまい,人 間の一方

的な都合 で,た また まハ ンターの 目にとまったシカたちが 「余分」 とされて,地 上か ら数多 く姿 を消

されて しまって いる。

繰 り返 しにな るが,江 戸 時代,盛 ん にシカが捕獲 された際 にもアイヌは 「夫 々祭方 も在之」 って儀

礼 を行 い,そ の儀i礼の実施 が希薄 にな る と 「祭 神 の轡 」 を恐れ た。現 代 におけ るシカへ の冷遇 は,

「霊送 り儀礼」 を持たなかった和人の為せる技 かも知れな い。

最後 に,本 小論を認 めるにあた って,藪 中剛 司(静 内町教育委員会),石 原 誠(サ ッポロ堂書店),

内田祐一・(帯 広百 年記念館)の 各氏 か ら,種 々 ご指導 ご教示 を賜 った。特 に,藪 中剛 司氏 か らは,

「シッナイ御場所 惣土 人人別 家数名前書上」 の存 在 をご教示いただ くとともに,同 史料の利用 に便 を

図って いただいた。記 して感謝の意 としたい。

註

1)参 考 文献 を参照 された い。

2)考 古 学の成果では,ア イヌが霊送 り儀礼の対象 とした動物 の骨が集中 していると,そ こを 「送 り

場」 と称 して,霊 送 り儀 礼が行われた と結論づける傾 向が ある。 しか し,骨 の集 中をもってただ

ちにそ こを 「送 り場」 とするのは早計 に過 ぎる。 「送 り」 を行 って後頭骨及び 四肢骨 を安置 した

場所 一 「送 り場」 が飽和状態 とな り,改 めて別 の場所 に 「納めた」 可能性が十分 に考え られ るの

である(秋 野2004)。

3)ア イ ヌ文化は,こ の場所請負制 を経験する ことによ り,本 州文化 の影響 を多 として様 々に変容 し

て いると考え られ る ことか ら,こ の 「頃」 の同文化の様相を把握す る ことは ,現 代に伝 わる同文

化 の一つの 「過程」 を明 らか にする ことで もある。

4)北 海道 に生息す る哺乳 類の ほとん どの皮は 「軽物」 として特別な扱 いを受 けて いるが,「 鹿 皮」

は単 に 「産物 」 と して取 り扱われ て いる。 因み に,「 軽物」 には,「 熊皮 ・胆」 「獺皮」 「狐皮」

「狢皮」 「　皮」 「縞鼠皮」 「膿肋月齊」 「蝶鮫 皮」 「水豹皮」 「鷲羽」な どがあ る。なお,筆 者は先の

論考(秋 野2004)に お いて,鹿 皮 を 「軽物」 とす る過 ち を犯 した。正 しくは 「産 物」で ある。

ここで訂正 してお きたい。

5)こ の冬期 間,場 所 において他 の仕事 に従事 させ られてもいる。た とえば ,安 政3年 の トカチ場所

では,「 冬 中会所並番家の杣入材木伐出 し 凡七拾 人余」 「同右 男女 凡百人余」 とある(和 泉

一1929
,70)0

6)た だ し,安 政4年 か ら元治元年の間の死亡者 は0と した。なお ,表2に あるように,松 浦武 四郎

と玉贔左太夫 の記録 にある集 落名及びその数は一致 して いるが,「 人別」 とは異な りを見せて い

る。 これ は,松 浦 の多 くの 日誌 に記 され て もい るよ うに,場 所 内 にお ける集 落の移動 と思 われ

る。 したがって,場 所 内における総合 的な アイ ヌの人 口に異同はな いと判断 した。 さ らに,3記

録 とも家数はほぼ一・致 して いるに も拘わ らず,人 数 に松浦 ・玉轟 の記録 と 「人別」 とで大 きな開

きが ある。おそ らくは,松 浦 ・玉贔 の記録 には幼少児 がカ ウン トされて いないよ うに考 え られ
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る。 ここで,「 人別」 を使 って,安 政4年 の15歳 以上 の男性数 を算出 してみたが,松 浦 ・玉贔 の

数字 にやや近 い結果が 出た。 しか し,そ れで も100名 ほどの差が ある。そ こで,「 人別」 には家

族及びそ の構成員の名前が具体 に記 されているので,こ の 「人別」 の数字 に頼 って,こ の差を幼

少児に入れ た。

7)他 の環境 ・条件 とは,先 に見 たシカの処理や場所の諸整備,あ るいはクマ猟 な どの軽物出産な ど

に従事する ことをいう。

8)昭 和56年 か ら実施 された北海道教育委員会 による 「アイヌ民俗 調査」 にお いて,そ の実施が確

認 されている(秋 野2004)。
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